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慌ただしく師走が過ぎ、平成6年を迎えましたが、正月はゆっくり過ごされた

でしょうか。今年も発掘調査が目白押しで、 l月4日は市庁舎で文化財係員の姿

を見かけたのですが、 5日には担当している市内各所の発掘現易に散って行きま

した。さて、今号では11月から12月末にかけて市内で行われた調査の概要や、川

田町で発見された土塁の造物についてお伝えします。

E多をお雷雲周ヨ主E7':ご J二り 3。酒寺遺跡の調査

l昨年より調査を進めている播磨田町の酒寺追跡の調査も終盤をむかえていま

す。12月には最後の調査区にあたるアミューズメン 卜部分の調査をおこないま し

た。この地長は酒寺遺跡と二ノ畦・検枕遺跡との境界にあたります。

2条の大溝が検出された他、弥生時代中期末から後期初めにかけての竪穴住居4

，練が発見されました。2条の大溝のうち SD-1は酒寺遺跡の弥生時代後期の集

落をとりまく講で、もう 1条の溝は二ノl珪・4知広遺跡を囲うように湾曲 している

ことから2つの遺跡の環濠が向調査地点で検出されたものと考えられます。酒寺

遺跡の環濠は幅2-3mで、深さ 1.2mを測り、朱を加工 した石杵が出土した弥

生時代後期の集落を囲う溝です。溝はアミューズメン 卜の土也去で900
に屈曲して

1 遺 跡名|所在地|植 原因 | 調 査 期間 |調査面積
l 

E

酒寺巡跡 |播磨田町|醐建築 |前年度より継続調査 |約10，000ぱ

塑竪亙j欲賀町 |ほ 場 蹴 |前年度より継続調査 |約10，000 rri' 

益須秘跡 |吉身町周蹴幅 I10/20-1212-l約1.OOOm' 

伊勢遺 跡 |伊勢町 |区画盟 い 0ル |約10，000 rri' 

酒寺遺跡 |播磨回町 II古書健築1111-1/8 約800rri' 

吉身西遺跡 |守 山 町 |臥住宅 1211-1213 -1-268.79ぱ

八ノ坪遺跡 |梅田町 |宅雌成I12113-1約10，000 m' 

【平成5年il月-1月5日までの調喧】
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いて方形区画の環濠集落と考えられます｡この濠の内側からは弥生時代中期末か

ら後期末にかけての竪穴住居が14棟検出されています。溝底から出土した土器か

らみて弥生時代後期末に埋まったものと考えられます。ニノ畦。横枕遺跡の環濠

は幅5～6m、深さ1.8mを測り、南東方向に向かって大きく湾曲しています。

最下層から出土した土器からみて、弥生時代中期末から後期始めにかげて埋まり
．；‐．・・

始め、弥生時代後期から古墳時代前期にかげて再び掘り直されたと考えられます。
この溝は、堅い篠層を割り貫いて掘られていて、その掘削は大変な作業であった

とみられます。この溝の内側からは弥生噺上中期末の土坑や弥生噺上後期初頭の

竪穴住居4棟が検出されていて、溝の廃絶の年代と一致します。竪穴住居は1棟

が直径9mの円形住居で残り3棟は方形プランの住居です。円形住居を切ってい

る方形住居は一辺6mの中型で､他2棟は4mを測る小型の住居です｡今回検出

された大溝ほ<その位置関係や廃絶の年代､溝や住居の形態から考えてニノ畦．

横枕遺跡の北限にあたると想定されます。かつての調査成果からみて弥生時代中
期末から後期初頭における同遺跡の規模は南北550m、東西400mを測り、県内

の
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概要についてお伝えできるものと思います。

△欲賀南遺跡の調査地位置図

●益須寺関連遺跡の調査

道路拡幅に伴い吉身小学校の東側で実施していた発掘調査も12月2日で終了し

ました。今回の調査では、奈良時代と平安時代から中世にかけて、そして近世以

降の3つの遺構面が確認されました。奈良時代の遺構は溝や柵列などが検出され

識:濫蕊雛蕊調駕撫欝懸三二籍雪雲
溝力喰出されました。この溝からは、陶器や瓦などが大量に出土していて江戸時
代には中山道に沿って川が流れていたと考えられます。

蕊蕊琴繍坪遺跡"調…中旬か淵胤乳た場所は”
;購鴬議灘吾雲職撫至
現在山000㎡を調査していますが､幅3m程の溝と直径20~40cmのピｯﾄが5

識電?懐:至難霊室膿慧鰯鰯駕懸蒙
従って遺跡;の‘性格が明らかになるものと思います。
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◆伊勢遺跡の調査(第…)…戚雪,
．’．･&、

10月末から伊勢町字東中浦で土地区画整理事業

に先立ち調査を実施してぱま寺｡今回の調査地は
．:；

伊鍛置跡が立地する撫鋤の南辺とその南側の低
-？－．． ‐ず．

地部にあたります。これまでのところ､,弥生時代

後期の土坑､古墳時代後期の溝､鎌倉時代の掘立

蝉吻･溝･土坑･自然河猟江戸靴の土坑な

どが見つかってい､ます｡鎌倉時代の土坑にはj剛

に黒色士器椀を伏せて置き焼土．.炭･灰で埋まっ

た土坑墓とみられるものと、割れた二土器が多冒量に

出土したゴミ捨て場と考えられるものがあります。

このほか､土師皿を10～20蝿ねて埋めた穴が

3カ所で見つかっていて、土地の神様を鎮める祭

りがおこなわれた跡と考えられます。
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◆:欲賀南遺跡の調査

ほ場整理に伴い欲賀町集落の南側で排水路予定

地部分と切土となる畑地部分の調査を行いました。

排水路部分の調査では、遺構密度は希薄で柱穴4

個と溝1条という状況でした。土器も少なく時期

を決定するには至りませんでした。畑封賠紛の調

査では、地表から1.5m下の篠層の上面で溝、柱

穴などを検出しました。これらの遺構からは土師

－

0

器皿や土釜などが出土していて14世紀代の集落跡

と考えられます。さらに平成7年度に道路および

水路工事が予定されている地域の試掘f澱査を11月

から12月初旬にかけておこないました。その結果、

4カ所で遺構･遺物が見つかり、この周辺に大規

模な遺跡が広がっているものと考えられますb現

在は欲賀集落の西側の『城』と呼ばれている地域

で追う構の検出作業を行っています。溝、柱穴など
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多くの遥鱗が検出されていますが、次号ではその▲伊勢遺跡鑓構平面図
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●酒寺遺跡の調査

播磨田町の区画整理内で店舗建築に先立ち約800㎡を調査しました。その結果、

弥生噺上後期から古墳時代前期にかけての方形周溝墓4基・掘立柱建物1棟（2

×2間）・土坑2基・柱穴などが検出されました。みつかった方形周溝墓の溝底

では壷や高杯、雲が重なるようにして出土しています。
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酒寺 遺跡 遺構 平面図：…：^J
i§§§§§§川田町でj丘世の土塁を膳認§§§§§§§§

遺跡遺構平面図一Ａ
鮒

七口FD
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平成5年11月30日に守山市川田町在住の川田健治氏から『自宅の子敦地内の堤防

状の土を取っていたら、陶器が出土した』という話を文化財係の職員が受けたた

め、同氏の好意により早速現地を確認することになりました。

文化財係員が同氏と－う緒に現F地を確認したとご駅敷:地内の東南にあたる部分

に一見士塁と考えられる高まりが確認されました。その長さは約10m、基底部の

幅約5m,高さ1.8m程のう規模であることがわかりました。川田氏が陶器を発見

した場所は士塁の基底部に近い位置であったことも確認されました。さらに『こ

の場所からずっとj棚ﾘに続いていたが、近年に畑や家の敷地に取り込まれて肖呼

されたためこの場所しか残っていないが、もとは集落の東端にあった。土塁横の

水路の東側にもやはりこのような高まりがあった。』との証言や伝承を聞くこと

ができました。

出土した陶器類を洗浄したところ陶器・磁器のほか瓦も混じっていることが分

かりました。これらは伊万里焼き･唐津焼き・京焼きなどの陶磁器で、信楽焼き

の摺鉢もあり17～18世紀の遺物です。この士塁は昭和40年代の市史編纂の際にも

調査されていますが、築造された年代については不明でした。今回基底部に近い
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場所から土器が出土したことで、この道7溝の年代が確実に押さえられたといえま

す。この土塁は、江戸時代に合村の消滅を目の当たりにした川田の村人が、野洲

川の決壊に備えて挙って築造したものと考えられます。また、川田氏は上杉謙信
に従った有力な武将であったともいわれ、その後毒が村を守るために築造した琵

能性もありますが、近世の動向からすると前者:の蓋然性が高いと考えられます。

今回の発見によって、川田の二土塁が近世に築かれたたことが判明し、滋賀県の
輪中の一例として貴鴛重な資料といえます。

門ノ

､童

町一一・

c、

｜▲ﾉ|,田町の土塁から出土した陶器
§§§§§§§§§酒寺還弥で言現地説明会を開催§§§§§§§§§§§

昨年12月12日(日)i翻套田町の酒寺適弥で調査終了に先立ち現地説明会を開催し
ました。今回の調査地点が酒寺遺跡;とニノ畦・ﾎ謝尭遺跡の境界にあたっていて、

2つの遣勤〈ともに集§落の回りに環濠を巡らせていることがわかりました。特に二

|ノ畦･樹樋弥の環濠は全国でも最大級の規模であることがわかり､貴重な還弥
であることを再議I識しました。説明会当日は天候にも恵まれ、全国各地から約51
00人に及ぶ見学者力訪れ遣?構や出土した遺物に見入っていました＝

－

編集後記成人の日、20年前の『広報もりやま‐● で吉身北遺跡の試掘調査が開始

されたという記事を見つけました。これから20年後、文化財を取り巻く環境はど

のように変化しているのでしょうか。楽しみであり'怖いような気がします。[BK】



◆古高城遺跡了の調査

・共同住宅廷妻電に先立つ読匿で、調査は10月1日から同月15日まで夷泡しました‘
場所は古高町集落の中j酷Iで、面債は約500㎡を測ります。今回の諾f査地東側の
宅地は平成2年度に読匿していて、鎌倉噺この掘立柱建物や溝が見つかっていま
すが､.ここではI偏灼15m､深さ30cniと広く浅い溝と、幅約60cni、深さSOcmの溝､
そじて柱淵個の検出にとどまり:ました｡前回調査で得た這捲の広がりは､当地；
曙は及ばないようです。．．'､霞,．..､．：:､唾1．．9‐・

”．。'蝿‘鍔
．尚．．．.:絢零.．,．、

鐸:K圭斤天童脅醇̂ C7つ琴達見型。＆蛍．､琶壷。．
ー~

今':~野洲川で河西小学生が土器を採集一篇.・

鋤市畠中町の野洲川透溺i畷緬h学校6年生4人(森藤･柴田地盤
東出君)か大量の土器を採集しまし鱗森藤君等は土器を守山市教育委員会の文
化獅嘱け蛎員ど蓉翻也雛識是結果､新しい遺跡であることがわがり
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川原遺跡として近く滋賀県および文化庁に届け出をおこない、遺跡地図の変更の
手続きを行う予定です｡､採集された土器は弥生時代からﾐE安噺味にかけての遺
物で約100点をかぞえます｡右図はその一部ですがNo1は弥生時代後期末め受
口状口縁蜜、No2は古墳噺上末の杯、No3は平安時代末の黒色土器椀です‘非
これらの土器は1000年程の時間幅があり、この遺跡が大規模な複合遺跡であるこ
とを物語っています。…,“．：．

lOan

A新適弥位置図 ▲出二士土器実測図



§§§§§§§§§§§特別展終了/§§§§§§§§§§§§§§§

平成5年度守山市立埋灘3化財センターの特別展『稲作の古代史』も、9月29

日をもって無言終了いたしました。期間中、300人を越える見学音を迎えたほか
｡､．‘・・涛

識夷会･体験学習会には多くの封ﾛ者がありました｡特に､製作した弥生土器で
米を炊いた9月23日(祝)の諾f理・試食会は好評で、二土器の底についた『オコゲ』も

きれいに平らげました。今年は長雨､冷夏などの自然災害によって米の不足が現

実のものとなり、諸外国から米を緊急

輸入する非常事態がおこっています。

今回は、農業を始めた弥生時代にま

で朔り、衰退しつつある現/代日本の農

業について考える機会になればと思い

企画しました。タイムリーな企画では

ありましたが、簡単には解決しきれな

い大きなテーマであることを痛感した

秋でした。

△体験学習会(石包丁による稲の収穫）

《＜《《《《市立埋蔵文化財センター友の会からのお知らせ》》》》〉》

守山市立埋蔵文化財センター友の会では11月例会を下記のとおり行います｡今

回は奈良県への県外研修です。 集合場所(蒜β罰

旧時平成5年11月20日(土）

見学先・橿原考古博物館･平#鯨資料館

内容兼康保明氏(安土城考古博物館課長き

による資料館の展示解説および指導

集合場所京都駅新幹線乗り場改卜b口

|集合時間午前9：10まで

申し込み先守山市立埋蔵文ｲ耐センタ友の会事

及び期限平成5年11月17日(水)まで

倶

大参←

(壷85－4397参守山市立埋j誠ﾆｲ耐センタ友の会事:務局まで

平成5年11月17日(水)まで

【後記】新遺跡を発見した森藤君たち本当にお手柄でした。土器を採集し濁也点

は江戸時代に4個の銅鐸が出土したと伝えられている新主から1キロほど上流の

地点です。聞くところによると、6年生の社会科で日本の歴史を学習して以来、

興味をもっていたということです｡このような発見がありましたら､埋哉薯上財
センターあるいは守山市生涯学習課文化財係までお知らせください。(BK)
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